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運動部支援委員会 活動報告 

委員長 肥田敬夫（高 11 回） 

１．平成 1９年度委員会実施及び基金状況 

・香陵同窓会運動部支援委員会は平成 1９年度、OB 会長懇談会を含め６回実施しました。 

・寄付総額：２，１４２，２５０円 ・寄付人数：５８９名 ・残高総額：３，３５４，４００円 

 

２．支援を実施したクラブ活動 

①吹奏楽部： 

 ・個人所有の楽器を除き、大型の楽器については高額なため修理して長年使用して来ているが、修理不可能な楽器を

対象に購入支援を実施。（対象楽器は昭和 61 年に購入したもの） 

  マリンバ、ヴィブラホーン（支援金額；１，０００，０００円） 

（吹奏楽部は学校内の行事や運動部の応援活動などで活躍している事を考慮し運動部支援の対象としています。） 

 ②卓球部： 

 ・既存設備の老朽化が激しいので新しい台の購入を希望。 

  卓球台 2 面（支援金額；１０５，０００円） 

 ③ボート部： 

 ・艇の老朽化と部員増に伴う競技用艇の不足のため新艇の購入を希望。 

  シングルスカルレース艇 2 艇（支援金額；４２０，０００円） 

 ④サッカー部： 

 ・練習用機材の購入を希望。 

  ミニサッカーゴール、セットプレー練習機（１３３，７００円） 

 ⑤バドミントン部： 

 ・従来使用してきたネット及び支柱の老朽化が激しく新しい設備の購入を希望。 

  ネット支柱及びネット３セット（１５０，０００円） 

 ⑥ハンドボール部： 

 ・ハンドボール部用倉庫代わりのテントが壊れてしまっているので補修費用として希望。 

  テント張替え（約１０５，０００円） 

  （当時、ハンドボール部には OB 会がなかったので全額支援としました。） 

⑦トレーニングジム： 

 ・各運動部の使用頻度はかなり高いとの事。費用は高額になるが、特殊器具であり安全の為にも必要なため。 

  メンテナンス費用（約２８０，０００円） 

 

３．運動部 OB 会長懇談会の実施 

 ・日時：2007 年 7 月 6 日（17:30～20:30） ・会場：沼津東急ホテル 

 ・出席者：服部同窓会副会長、運動部 OB 関係者 18 名、学校長を含む沼東高関係者３名、委員会メンバー９名 

  今年度は運動部支援委員会の事業として実施しました。 

 

４．今年度協議検討事項 

 ・柔道部の畳総取替えに関して昨年来学校、OB 会と協議して来ました（学校から費用の捻出が可能となりました。） 

 ・ハンドボール部 OB 会の発足について、支援してゆくという方針を決定しました。（OB 会が発足した様です。） 

・陸上部のタータン改修について、可也費用が掛かる可能性があるため資金の積み立てについて協議しています。 

 ・休日に利用する学校校舎外のトイレ施設が不足しているという報告があり、増設についての可能性を検討中です。 

 ・現在は女子の運動部の単独 OB 会はありませんが、女子 OB 会の設立に関して検討しています。 

・バレー部、野球部、フェンシング部他からの支援要請があり、現在 OB 会との調整中です。 

 ・前年度高額寄付者に対するお礼状の発送について決議し実施しました。 

 ・8 月以降旧長泉高校を利用しての授業実施に伴い、運動部活動への影響と可能な支援の方法について検討中です。 


